
歴史に関連した立地の理由 

九州本土における信仰の元々の場所は、辺津宮の上の森の中にある野外祭場の

高宮祭場であり、沖ノ島の方向に玄界灘を見渡せます。そこは宗像三女神が天か

ら地上に降臨したとされる場所です。自然物や森の中、空地から建物のように、

信仰の場所が何世紀にもわたって進化し、12 世紀には高宮祭場の下に拝殿が追

加されました。 

 

外国貿易で財を成した宗像氏がこの地域を支配し、神職も務めました。彼らは本

殿を建て、二つの末社それぞれも隣同士に建てて三神それぞれを祀りました。度

重なる火災と戦乱で当初の建物は焼失しましたが、現在の本殿は最後の宗像氏

の大宮司によって 1578年に再建されました。当初の第ニ宮と第三宮の社殿は焼

失しましたが、1978年に三重県の伊勢神宮から遷座した新しい社殿が本殿の背

後に建っています。 

 


